
平成2８年度 遠野地区採材現地検討会に関するアンケート

森林管理署では、素材生産請負事業の発注者・受注者が共通の認識を持ち、需要ニーズに
対応した原木の供給を図るため「採材現地検討会」を開催しています。
また、これまでの参集範囲は、請負事業の受注者と森林管理署の職員を主体として

いましたが、平成27年度からは参集範囲を県、市等関係機関や地元の製材業の方等
まで広げ、情報共有を図り、さらに遠野支署の立木・素材の販売計画等の情報提供も
行っています。

つきましては、次年度以降の取組の参考とするため、以下のアンケートへのご協力をお願
いします。

◇回答方法
・当てはまるものに「○」を付け、特記事項があれば（ ）に記載してください。

１．業種又は所属を選択してください。

・地方自治体 ・森林組合（連合会含む） ・製材業 ・造材業 ・その他

２．本日の検討会の中で興味のあったものはどれですか。（複数回答可）

・民有林等における原木採材方法及び木材市況

・木材需要の動向について

・平成２８年度の立木、素材の販売予定について

・前年度の採材傾向について

・採材方法の検討、実演

・特になかった

３．検討会に参加したことで、今後の業務の参考となりましたか。

・参考になった。

・ある程度参考になった。

・あまり参考にならなかった。

・参考にならなかった。

・分からない。

４．国有林では、需要ニーズに対応した原木の供給ができていると思いますか。

・かなりできていると思う。

・おおむねできていると思う。

・あまりできていないと思う。

・全くできていない。

・分からない。

※ 裏 面 へ 続 く



５．問４で「あまりできていないと思う」、「全くできていない」と回答した方へ
今後、どのようにすれば需要ニーズに対応した原木の供給ができると思いますか。

６．今後開催される検討会に取り入れて欲しいと思う内容があれば記載してくだ
さい。

７．検討会の内容に関わらず、国有林に望むことがあれば記載してください。

８．来年度以降も検討会に参加したいと思いますか。

・ぜひ参加したい。

・内容によっては参加したい。

・あまり参加したくない。

・どちらとも言えない。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。


